
No.
岸本和裕先生の卒業記念講演「ほんまもんへの道」の感想を簡単でいいので書いてくださ

い

1
とっても勉強になりました。

看護師頑張ります！

2
様々な視点から患者さんや看護、医療について学ぶ機会となり、とても勉強になりまし

た。

3 看護師として社会に戻る上での心構えを整える事ができた。

4 医療者としての心構えを学ぶことができた

5
患者さんが抱えてる病気や悩みの本質を見抜く観察力、諦めないために日々勉強すること

が大切だと学びました。

6 患者との関わり方について学ぶことができました

7

医師の方が良い医者、良い看護師、良い患者がいたら必ず病気は良くなるというポリシー

を持って仕事をされていると聞いて、とても心強かったです。私もその気持ちで仕事して

いきます。

8 諦めない意志力が大切であることを学びました

9 大変ためになったと思う

10
患者さんと医療者の求めていること、達成したいことを擦り合わせながら、より満足度の

高い看護を実践できるよう努力していきたいと思いました。

11 ほんまもんでした

12

医療のことだけではなく、人としてや、チームとしての心がけについても教えて頂き、と

ても刺激になりました。

何年経っても今の気持ちを忘れることなく、医療者として頑張っていきたいと思います。

お忙しいところお時間を作って頂きありがとうございました！

13
スライドが見づらかったです。

資料があると良かったです。

14
この患者をどうゆう風に良くしていくかということを考えていくことの大切さがわかりま

した。スライドの資料を頂けたらとても有り難いと感じました。

15
卒業公演では、今後の看護感につながるようなお話しを聞けてよかったです。また、先輩

の質問が実践にリンクしていた。

16
チーム医療を意識し、周囲との関係を上手く取りながら、患者さんにとっての最善の看護

を提供できるように、学校での学びを深めていきたいと思いました。

17 貴重なお話を聞くことができ、とても勉強になった。

18

患者さんの向き合い方、自分の内面を磨き、知識や技術の向上を目指し、自己研鑽してい

くことの大切さ、人としてのあり方を学ばせていただきました。また、先生からの教えを

胸にとめ、これから看護師としての道を歩んでいきたいと、思います。

19
プロ意識を持って、業務にあたり、当たり前のことを当たり前のようにやることが大切だ

と感じました。そのためにこれからも勉強が必要だと思いました。

20 患者さんの思いに真摯に向き合い看護力を磨いていくことが大切だと学んだ。

21 自分の行動を考える機会ができました

22 自分の行動を見つめ直す機会になりました

23 医療現場の課題について学ぶことができました。

24 ほんまもんになります！

25 様々な症例を元に患者からの学びを紹介していただきありがとうございました。



26 看護の質を生涯積み重ねていきたいと思います。ありがとうございました。

27 貴重なお話を聞けて大変勉強になりました。ありがとうございました。

28 同じ目標に向かって医療を行う事が大切という事を学べました。

29

医療の進歩は進んでいても、看護力は人間しかできないこと。看護師という仕事が何なの

か、本質と気付きを教えてくれた講義でした。ほんまもんの看護師になります。ありがと

うございました。

30
講演では観察力を向上させる意味を学んだ。また、患者さんへの関わり方一つで意欲を引

き出しセルフケアへと導く意義を知り、今後の実習に活かしていきたいと感じた。

31 たくさん学べました

32 看護師を目指すものとして良い学びになりました。

33
看護学生として、看護師になるために大切な３つの視点を教えて頂きとても学びになりま

した。有難うございました。

34
岸本先生の患者さんに真摯に向き合う姿に感激した。自分も患者さんの思いを大切にする

看護師になりたいと思った。

35 未来変えるために何が出来るのか考えさせられました。ありがとうございました。

36

先生の講演を聞き、医療に携わるものとして、知識や技術だけでなく自分自身の人間力を

高めていくことが大切だと学びになりました。

37 看護する側の知識がしっかりしていないといけないとわかりました。

38
患者さんの満足が得られるようにすることは大事ですね。しかし、不満をなくすことは難

しい、本当にそう思います。

39
「基本には、言い尽くせないほどの知識、技術、態度が含まれる」本当にその通りだと思

います。これを忘れずに、学生に教えていきたいと思います。

40

先生のお話を聞き、プロとして妥協することなくやり抜くことが出来ているか自分に問い

質す必要性を感じました。この問いに「YES」と答えることが出来る自分でありたいで

す！


